
1 

 

第 1 回スマートメーター制度検討会 

 

日時：平成 22年 5月 26 日（水） 

場所：経済産業省 本館 17 階第 1～第 3共用会議室 

 

議題   １．「スマートメーター制度検討会」について 

2. スマートメーターをめぐる現状と課題 

 

○三田課長 

 それでは定刻を過ぎましたので、ただいまから第 1回スマートメーター制度検討会を開

催させていただきます。私は事務局を務めます資源エネルギー庁の電力・ガス事業部の電

力市場整備課長の三田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は委員の皆様におかれましては、御多忙のところ御出席いただきまして大変ありが

とうございます。それではまず最初に私ども経済産業省資源エネルギー庁､電力・ガス事業

部長の横尾からごあいさつを申し上げます。 

○横尾部長 

 ただいま御紹介のありました資源エネルギー庁の電力・ガス事業部長の横尾でございま

す。本日はお忙しい中お集まりいただきましてまことにありがとうございます。 

 この検討会のバックグラウンドを含め一言ごあいさつをさせていただきたいと思います。  

 いわゆる「スマートグリッド」という言葉が喧伝をされておりまして、私は個人的には

この言葉は余り好きではなくて、というのは使う人によって意味内容が全く異なるので何

をイメージしているのか変わってしまうので議論がかみ合わなくなるんですけれども、だ

から「いわゆる」とつけさせていただきますが、いわゆるスマートグリッドへの関心が国

内外で大変高まっております。情報通信技術を使っていかにネットワークを制御しようか

という、そのぐらいが共通のコンセプトだと思うんですけれども、その中で我が省で次世

代のエネルギーシステム、社会システム全体を見ていこうという協議会を横割りの組織で

つくって、その下に幾つかいわゆるスマートグリッドとそれに関連するいろいろな検討会

というのを立ち上げておりました。私のところでも次世代の送配電ネットワークの研究会

というのをやっておりまして、今回委員になっていただいた方にも何人か委員として御参

加いただきまして、この 4月に報告書を取りまとめております。 
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 実は、この「次世代送配電ネットワーク研究会」というのは非公開にしてしまいまして、

というのは企業秘密にかかわることもあるだろうということでそういうことにしたんです

が、報告書自体は当然公表しておりますので、うちのホームページにも載っておりますが,

ある意味大変中身の濃い議論ができたんですが、その中でもこのスマートメーターの問題

あるいは双方向通信の問題というのは触れてございます。 

 今回、スマートメーターということで、今国内外でいろいろなことがこれまた言われて

おります。これに対する効果というのもいろいろな期待があります。それを改めてちゃん

と整理してみたいなというのが私どもでも至った次第でございまして、これも、諸外国の

スマートメーターというのも、日本のメーターは大変水準が高い中で何となく遅れている

ように思っている人がいるのですが、諸外国はある意味遅れているがゆえにこれを遠隔検

針のスマートメーターに替えているといった要素もあるものですから、いろいろ諸外国と

日本の違いというのを考えながら、日本にとって何がいいか、それが国際的にどういう位

置づけになるか、幅広い視野で見ていかなければいかんなと思っております。 

 前回非公開にしたことも勘案して、この検討会は、後で事務局から説明をいたしますが、

公開をして、ぜひこの議論を検討会の場に限らずぜひいろいろな人に聞いていただいて皆

で考えていただく、そういう機会にしたいなと思っております。そういう意味ではぜひ忌

憚のない御意見を賜れればというふうに思いますし、今座長をお願いする林先生とも雑談

をしていたんですが、ともするとこういう大きい検討会だと一回発言して終わりというこ

とになりかねないので、座長を入れて 20名というのは何とかそれができる規模だと思うん

ですが、ぜひ議論を双方向にさせていただいて、ある議論に対して別の方がそれはおかし

いとかそれは違う視点があるという議論をぜひ闘わせていただいて、それには役所サイド

も多数座っていますがそれにぜひ参加させていただいて、これは私ども電力・ガス事業部

だけではなくて、別の部とか庶務上局の産業技術環境局、省内いろいろなところ、この問

題に関わる人間と、あと総務省からもオブザーバーで来ていただいていますので、ぜひあ

る種のパネルディスカッション的なそういうフォーラムにしたいと思いますので、ぜひと

もよろしくお願いしたいと思います。 

○三田課長 

 続きまして資料 2にございます委員名簿に沿いまして、本検討会の委員の御紹介をさせ

ていただきます。なお、時間の都合から、所属の会社あるいは機関名とお名前だけ御紹介

をさせていただいて、役職等は省略させていただきたく存じます。アイウエオ順で御紹介



3 

 

させていただきます。 

 パナソニック株式会社、石王治之様。 

 ＵＢＳ証券株式会社、伊藤敏憲様。 

 慶應義塾大学大学院、梅嶋真樹様。  

 中部電力株式会社、大野智彦様。 

 政策研究大学院大学、城所幸弘様。 

 東光東芝メーターシステムズ株式会社、小林俊一様。 

 東京都水道局、齋藤昇様。 

 セントラル石油瓦斯株式会社、社団法人エルピーガス協会、重松公夫様。本日は代理で

林様に御出席いただいております。 

 ゼネラルエレクトリックインターナショナルインク ＧＥエナジー、新野昭夫様。 

 社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会、辰巳菊子様。 

 関西電力株式会社、土井義宏様。 

 日本アイ・ビー・エム株式会社、中山雅之様。 

 電力中央研究所、服部徹様。 

 東京電力株式会社、藤原万喜夫様。 

 東京ガス株式会社、前田忠昭様。 

 東京大学社会科学研究所、松村敏弘様。 

 日本電信電話株式会社、宮崎達三様。 

 グーグル株式会社、村上憲郎様。 

 日本電気計器検定所、米原高史様。 

 さて、最後になりますが、委員の紹介とともに、この検討会の座長につきましては、ま

ことに勝手ながらこちらにいらっしゃいます林早稲田大学大学院先進理工学研究科教授に、

私ども事務局の推薦としてお願いしたく存じます。よろしゅうございましょうか。 

 それでは林先生一言ごあいさつをお願いします。 

○林座長 

  このたびスマートメーター制度検討会の座長を仰せつかりました、早稲田大学の林で

ございます。本検討会はスマートメーターに関します初めての制度検討会ということで非

常に着目されております。ここにいらっしゃいます皆様、メンバーの方々の顔ぶれを見ま

しても、非常に幅広い分野の方で第一線級の方が集まっておられるということで、まさに
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この検討会にふさわしい場になっていると思っております。 

 座長といたしまして 1つだけ大切にしたいことがございまして、それは何かと申し上げ

ますと、やはり 10 年後 20 年後にこの制度検討会で決めたメーターに関する方向づけが正

しい方向性だったと言われるような検討会を目指したいと思っております。ただ、2年後 3

年後でさえ、わかりづらく予測しづらい世の中ではございますけれども、やはりその時代

で新しいことを決めるときというのは必ずその場におられた人で決めなければならないと

いうことで、その時の人というのはこの場にいらっしゃる皆様だと私は思っております。 

 そういう意味でも日本の将来を考えた、冷静にかつ積極的な御議論をいただければと思

っております。何とぞ御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○三田課長 

 以後は林座長に議事進行をお願い申し上げます。 

○林座長 

 それでは早速ですけれども資料の御確認をお願いいたします。 

○三田課長 

 お手元に配付資料一覧と資料をお配りしてございます。資料 1 は議事次第、資料 2、委

員名簿、資料 3、議事の取り扱い、そして資料 4 は資料 4-1 の「スマートメーターをめぐ

る現状と課題について」というパワーポイント、そして資料 4-2、これは A3 のものが配ら

れているかと思います。そして資料 5として「今後の検討スケジュール（案）」です。 

 そして参考でございますけれども、先般この「スマートメーター制度検討会」及び「次

世代送配電システム制度検討会」と 2つの検討会の立ち上げをプレス発表したもの、こち

らを参考資料として添付してございます。もし不足等ございましたら事務局までお申し付

けいただければと思います。以上でございます。 

○林座長 

 よろしいでしょうか。それでは本検討会の議事等の取り扱いに基づきまして、資料３を

用いて事務局から説明していただきます。 

○三田課長 

 先ほど横尾のほうからも申し上げましたとおり、本検討会につきましてはなるべく幅広

い方に知っていただき、また場合によってはインプットいただくと、また皆さんの議論に

よりいろいろなところで世の中の議論も活発化するという意味でも基本的に公開にしたい

と、こう考えてございます。 
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 具体的には、資料 3 にございますように、議事要旨については会議終了後原則として 1

週間以内に作成して公開したいと思っております。また議事録についても 1カ月以内に原

則作成し公開したいと。検討会資料についても原則は公開と思っています。ただ、個別の

事情、例えば企業秘密であったり、様々なプライバシーとかそういった問題の事情もあろ

うかと思います。そういった個別の事情に忚じて会議のセッションあるいは資料を非公開

にするというような場合もあろうかと思います。この点についての判断については座長に

御一任させていただければというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○林座長 

 はい、ありがとうございました。それでは続きまして「スマートメーターをめぐる現状

と課題について」、事務局より資料 4-1 及び 4-2 を用いて説明していただきます。 

○三田課長 

 何回もマイクをとらせていただいて恐縮でございますが、本日はまさに今回の検討会で

どういう議論をしていくのか、この後委員の方々から意見を賜りたいと思っておりますの

で、私ども事務局としては、こういったような点がスマートメーターという言葉で出てく

る議論として我々が検討し得る範囲にあるのではないか、ということを簡単に、イメージ

のベースとなるような幾つかの事実関係、そしてこの検討会での一つの頭の整理をどうし

ていくかについての一つのたたき台の資料として、資料４-２で簡単に御説明させていただ

きたいと思います。あくまでも、これも我々が現時点でとりあえず知っている、あるいは

考えていることでございますので、多分これからのこの検討会の議論を経てかなり変わっ

ていくと思いますが、まずこちらでたたき台をと思って簡単につくったものでございます。 

 まずお手元にあります資料 4-1「スマートメーターをめぐる現状と課題について」の資

料をごらんください。 

 まず最初にスマートグリッド、先ほど横尾が申し上げましたように、これもスマートグ

リッドが何を意味するかといろいろな人によって見解も違うかと思いますけれども、それ

とスマートメーターということについてでございます。資料 4-1 の 2ページ目をごらんく

ださい。 

 先ほど定義がなかなかはっきりしないというお話がございましたが、一般的に言われて

いる意味では、一つは情報通信技術というのを活用するということ、そしてこれによって

エネルギーの供給について再生可能エネルギーの導入も含めて安定供給を可能とする、そ
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ういったシステムというのがスマートグリッドとして大体イメージされているものかと思

います。 

 このスマートグリッドの議論の一環として、例えば電力の系統における双方向通信やス

マートメーターという議論と、一方で、需要家側におけるスマートメーターなど、幾つか

の観点からのスマートメーターというのがされております。もちろん、スマートグリッド

という議論自体はこの概念図にあるように、家なり事業所から地域、さらには日本全体も

含めて考えるということであろうかと思いますが、その中の要素の一つとして、スマート

メーターという計量の部分が一つの重要な機能を担うパーツとして意識をされていると、

こういうことかと思います。 

 続きまして 3ページにスマートメーターの概念、これはもう何か定義を我々で決めてい

るというわけではございませんが、幾つかの世の中に出ている、あるいは海外での事例を

見ますと幾つか違う意味で使われている概念があるようでございます。 

 大きく分けて二つ、一つはそもそも電力会社なりガス会社が料金を算定する際に必要な

量を測ると、そのために例えば双方向通信とか遠隔等の機能を備えているもので、業務用

に使うということです。さらに広義でいうと、これに例えば需要家のほうに情報を提供し

てエネルギー消費などが見えたり、あるいは家庭やオフィスのエネルギーマネジメントの

システムといった機能も追加したもの。こういったものまで含めてスマートメーターとい

っている概念もございます。 

 これは海外においても AMR という、自動的に検針をする、見るということ、あるいは AMM

といって遠隔操作をするといった機能、さらにそれに加えて AMI ということで通信ネット

ワークも含めたエネルギーマネジメントシステムを含めたものというような、様々な形の

議論がございます。私ども今回定義を決めるときこの全体を尐なくとも議論の対象として

議論をしていきたいと思っております。 

 続いて、国内外の取組状況でございます。これは多分この検討会を通じてそれぞれの専

門の委員の方から細かい御説明をいただこうかと思いますので、私のほうから非常に簡単

に御説明させていただきます。 

 まず、電力の関係でございますが、日本でございますけれども、日本でも既に特別高圧

や高圧という大規模な需要家に関しては、既に電子式メーターが導入され遠隔検針等も導

入されているということでございます。これに対して低圧、各家庭や小規模店舗というと

ころではまだ機械式メーターが中心ということでございまして、これに対してここにある
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ような各電力会社においてメーターに関する実証試験がまさに始まり出したという状況か

と思っております。 

 続きまして、6 ページでございますが、海外の状況でございます。実はスマートメータ

ーと呼ばれているものについては、諸外国においてもかなり導入されているわけでござい

ますが、その目的と状況というのはかなり国によって違うというふうに聞いております。

欧州ではもともとは電気が盗まれるとかきちんと計測されないということを改める、きち

んとした料金請求を行う、こういう観点からスマートメーターの導入が当初始まり、次第

に省エネルギーの推進の観点からより政策的にこの導入を積極的にしているというふうに

聞いてございます。 

 それに対して、米国のほうではむしろ供給信頼度、供給力不足であったり、あるいは送

配電設備の老朽化といったことで、きちんと供給をするためにデマンドレスポンスとあわ

せて導入を促進しているということで、これはどちらかというと電力会社のほうがニーズ

に忚じてまさに積極的に進めてきたと、こういうことが言えようかと思います。 

 7 ページから欧州、米国について詳し目にまとめてございます。欧州におきましては、

昨年 7月の第三次ＥＵ電力自由化指令において、2012 年の 9月までに経済合理性と費用対

効果について分析を行い、これが肯定的であれば 2020 年までに需要家の尐なくとも 80％

に対してこのメーターを導入しなければならない、こういうことになっております。この

下にも書いてございますように、メーターには省エネルギーということが意識されており

まして、かつ第三次ＥＵ電力自由指令の 2009 年の 7月のところを見ますと、エネルギー管

理サービス、革新的な料金制度、そしてインテリジェント・メーターそしてスマートグリ

ッドと、こういった文脈の中でスマートメーターが取り上げられてございます。 

 時間もございませんので簡単に進めさせていただきますと 8ページでございますが、こ

の具体的な導入状況でございますけれども、特にイタリアでかなり、Enel という会社が 3

千万台を超えて先行的に導入を進めております。ただ、ここのメーターは基本的には遠隔

検針あるいは自動開閉という業務用が基本的なものであったとこういうふうに聞いてござ

います。 

 これに対して、イギリスは 2020 年末までに全需要家に設置を予定しているということで、

こちらのメーターの機能は遠隔検針や双方向通信に加えてここの資料の③から⑤にあるよ

うな、例えばホームエリアネットワーク機能とか時間帯別料金機能とかあるいは家庭用機

器の遠隔操作といったかなり幅広い機能まで含めたものが考えられているということで、
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もともとはその料金の正確な計測というところからしだいに変わってきている部分もあろ

うかというふうに思います。 

 次に 9ページでございます。米国でございますが、米国はかなり古い 2005 年のエネルギ

ー政策法で、希望する需要家に対しては需要家の電力消費の管理手段としてのメーターと

いうのを考えるようにということになっておりまして、現政権でもこのデマンドレスポン

ス、停電検知・管理、遠隔開閉、盗電検出といった観点からの計量インフラとして AMI、

スマートメーターが挙げられているということでございます。基本的には規制権限は州に

ございますので州で対忚しておりますが、まだ導入率は低いということでございます。 

 続きまして 10ページ以降はガスでございます。ガスにつきましては 10 ページは日本の

状況ですが、実は日本ではガスの新型メーターの導入は結構進んでおります。これは遠隔

監視として遮断サービスと組み合わせたものということで、ここにもあります東京ガスで

60 万、大阪ガスでも 70 万といった形でしだいにその普及が進んできているということで

ございます。こちらのほうでは自動検針以外にホームセキュリティ、ホームオートメーシ

ョン、さらには HEMS といったサービスもあわせて提供している状況でございます。 

 一方、LPガスのほうでは、実は残量管理ということもありましてかなり積極的に集中監

視システムというのが進んできておりまして、現在 600 万世帯、全世帯の約 24％程度まで

普及が進んできているという状況でございます。また、この資料の真ん中下のところにご

ざいますが、都市ガス、LP ガス、水道業界等で共通化したシステムの構築についての動き

も出てきているというふうに聞いてございます。 

 次に、各国でございますけれども、11 ページをごらんください。欧州、米国ともにまだ

ガスのスマートメーターの導入義務づけというところまではいっておりませんが、欧州で

は欧州指令で検討が始まっておりますし、米国でも事業者レベルではもう既に導入の検討

が行われております。両方とも導入の目的は、計量の精緻化というのが主ではございます

けれども、既にその一部には省エネサービスへの発展に向けた検討も見られているという

状況でございます。  

 その具体的な状況として 12ページでございますが、こちらが米国の各社の状況を簡単に

まとめたものでございます。時間もございませんので詳細な説明は割愛させていただきま

す。13 ページには今度は欧州の例というのを書いてございます。  

 今までこういった各国の例あるいは日本の取組あるいはさまざまな議論を踏まえてどん

なことがスマートメーターあるいはスマートメーターを活用したシステムに期待されてい
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るかということでございまして、15 ページをあけていただけますでしょうか。 

 今までの各国の議論を大別しますと、大きく 3つの効果というのが期待されているよう

に思われます。先ほど来欧州等の例で申し上げましたように、1 番目はやはり電力なりガ

ス会社がきちんと業務の効率化、きちんと計量をする、さらには遠隔で検針をする、さら

には遠隔でのいろいろな監視を行う、さらには遠隔開閉シャットダウン等を行う、こうい

った業務の効率化というのが一つ考えられている分野かと思います。 

 2 番目にこれも欧州でも米国でもしだいにふえてきたと思いますけれども、こういった

メーター情報を活用して省エネなり省 CO2 なり負荷平準化に使う、これは見える化といっ

た情報の提供そのもの、あるいは料金プログラムとの連動、さらにはその家庭なりオフィ

スの個々の機器のマネジメント、ホームエレクトロニクスマネジメントあるいはビジネス

のマネジメントといったものと連動した形での機能を使ったこういった効果が期待されて

いる。 

 3 番目に、一方で電力なりの事業者側からしてみても、きちんと系統を安定化するため

にスマートメーターの情報を使うと、これは多分きちんとした送配電の通信も含めたネッ

トワークの形成というのが前提にあると思いますけれども、こういった系統安定化対策と

いうのが求められている。 

 さらに私どもが注目をしておりますのは、こういった中で新たなサービス向上、あるい

は新たなビジネスモデルというのが創出されつつあるということで、今後どういうような

ビジネスが育っていくのかという点に非常に強い関心があるということでございます。 

 16 ページ以降はそういったスマートメーター、スマートグリッドを巡るさまざまな検討

の状況でございます。1枚ごとに非常に簡単に申し上げます。 

 16 ページ、17ページは今検討が行われておりますエネルギー基本計画の見直しについて

です。この中でスマートメーターに係る検討がどういうことが行われているかということ

でございます。 

 実は 2つの方向から検討が行われています。1つは 16ページにあるように、電力・ガス

の供給システムをきちんと強化していく。世界最先端の次世代型送配電ネットワークをつ

くっていくという、その供給サイドからのネットワークの構築の際にスマートメーターが

重要な要素としてとらえられているというのが 16ページでございます。 

 これに対して 17ページでございますが、こちらはむしろスマートメーターそしてこれと

連動したエネルギーマネジメントシステムということで、新しい次世代のエネルギー社会
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システムをつくっていこうということでございまして、2020 年代の可能な限り早い時期に

原則すべての需要家にスマートメーターの導入を目指すということが今検討されておる。

そしてこれを使って需要家みずからがエネルギーの需給情報を把握して、これによって省

エネルギー、低炭素化を進めるということでございます。 

 18 ページでございます。こちらはこの行政刷新会議の規制改革に関する分科会でもこの

スマートメーターの普及について議論が行われております。ちょっと文章が多いんですが、

〈当該規制改革事項に関する基本的な考え方〉というところが現時点での検討の方向とい

うふうに伺っておりまして、メーター自身は計量・遠隔検針といった機能とそしてエネル

ギーマネジメントという 2つの機能があり、そこについての標準化あるいはデータ利用の

あり方、こういった問題について検討を行うようにということでございまして、まさにこ

の検討会で検討を行いたいということかと思います。 

 次に 19 ページでございます。これは先ほど横尾からも申し上げました、「次世代送配電

ネットワーク研究会」というものの報告書でございます。これはどちらかというと電力の

供給者側のネットワークということでございますが、この中にもやはりスマートメーター

が位置づけられているということでございます。 

 一方、20 ページから 22 ページまではむしろスマートグリッド全体の動きでございます

が、20 ページ、これは「次世代エネルギー・社会システム協議会」というまさに新しい新

エネルギーの導入あるいは低炭素社会の構築という観点からのシステムについて統一的に

進めるための協議会を昨年 11月に設置したわけでございまして、特に新聞報道等でも皆様

御存じかと思いますが、4地点を選んでの実証試験というのを始めてございます。 

 また 21ページでございますが、一方スマートコミュニティを推進するために本年４月に

「スマートコミュニティ・アライアンス」という関係業界、関係者が集まったアライアン

スをつくっておりまして、この中では例えば標準化、そしてスマートハウスというワーキ

ングもございます。この中ではまさにスマートメーターを活用したスマートハウスのビジ

ネスといったあり方について議論がされてございます。 

 22 ページ、これはむしろこういった観点の標準化について 26 の重要アイテムを選んで

議論をしているということでございます。 

 最後に、23 ページでございますが、これとは別に私どもスマートメーターの導入実証事

業ということで、特に負荷平準化効果についてのデマンドサイドマネジメントについてこ

の事業も現在進めているということでございます。 
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 以上がスマートグリッドあるいはスマートメーターをめぐる状況でございます。 

 続きまして、恐縮ではございますが資料 4-2 をごらんいただきたいと思います。これは

今までの議論等を踏まえましてこの検討会でどういうことを議論していくかという一つの

たたき台として示させていただいたものでございます。 

 ポイントといたしましては、私ども計量だけということでなくて、これをどう使ってい

くかということを含めた全体のシステムをやはり議論しないと、それがまた今後ビジネス

がどうなっていくか社会がどうなっていくかということでございますので、ここまで含め

た議論をしていきたいと思っています。ただ、一方で、皆さんスマートメーターといって

もそれぞれ定義も違うし考え方も違うと思いますので、ここにあるような幾つか機能をあ

る程度分解して整理することで議論を整理し、かつ関係者の役割というものについての議

論を深められたらと、こういうふうに思っております。 

 その意味でこの図の真ん中にございますように、とりあえず暫定的にスマートメーター

というのは電力なりガスの業務に使われている使用量を計測するメーターを念頭に、そし

てそれに対して家庭では HEMS ですし業務用では BEMS ということになりますが、需要家側

でのエネルギーのマネジメントシステムをとりあえず HEMS あるいは BEMS という形で一忚

概念的には分けた形で進めています。ただ、最終的にはこれを一体化するかどうか、こう

いう議論もあろうかと思います。ただ、議論の途中の過程では一忚その 2つの機能を分け

た上で一体全体どういうシステムがいいのかという議論をしたいと思っております。 

 機能といたしましてはここに３つの機能を考えてございます。1 つは、先ほど来申し上

げているような、まさに電力なりガスなりといったエネルギーの供給者側の業務を効率化

するための遠隔検針あるいは開閉・監視といったこういった機能でございます。この分野

につきましては尐なくともきちんと電力会社なりガス会社なりユーティリティーがやらな

くてはいけない機能、かつこれは全需要家が相手ですし、かつ計量という意味では需要家

の全需要、合計した需要を見ていることになろうかと思います。これをまさにきちんとや

ろうというのが欧州でのスマートメーターの導入の契機だったわけでございます。これに

ついて一体選定、管理あるいは所有というのはどういうあり方がいいのか。現時点ではこ

この分野については正確な計量を担保するための計量法に基づく検定を受け、大体 10年ご

とに交換し、それは電力ないしはガス会社が持っているという形でございます。これにつ

いてそのあり方あるいは尐しでもそういったコストを下げ、そして新しいイノベーション

を生むためにどういうことをしていくのか、こういった検討が必要なのかなというふうに
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考えております。  

 次に機能の 2番目、下のところにオレンジで書いてある分でございます。ここのところ

が多分世の中でも一番皆様の関心が多いところではないかと思います。まさに需要家側で

省エネなり省 CO2 をするためにこちら側の電力なりガスの需要家情報をどう活用していく

のかということでございます。これがよく言われている「見える化」とか経済的インセン

ティブということかと思います。 

 ただ、ここについてもさまざまな課題があろうかと思います。現時点では需要家の消費

情報というのはそれぞれの電力会社なりガス会社が持っているわけでございますが、これ

を一体だれに提供するのか。例えばすべてに全くオープンにするということがセキュリテ

ィなりプライバシー上どうかという議論があります。逆に、これをクローズにしていくと

一体どうやって選ぶのかという議論になります。では逆に需要家を通じて提供するのか、

そういった情報をどういうふうに提供していくのかということ、そしてその際のセキュリ

ティそしてプライバシーというのをどういうふうに考えるかというのが大きな課題になろ

うかと思います。また、このメーターの情報を HEMS 側ときちんと連携させるためにはどう

してもこの標準化というのが必要となろうと思います。これをどうやって進めるかという

こと。 

 一方で、データがいったにしても、それをきちんと活用されるようにするためにいろい

ろな仕掛けが要るわけでございまして、その 1つとしては経済的インセンティブによるデ

マンドサイドマネジメントがあるわけですから、これが一体どういうふうにワークするの

かということを考えていく必要がある。さらにその先というか、もしかすると逆にこちら

のほうからさかのぼったほうがいいかもしれませんが、一体どういう産業というのが今後

できてくるのか、こういった点を議論していく必要があるのではないかと思っております。 

 このスマートハウスの中にも書きましたように、この HEMS 側においてはさまざまな要素、

太陽光発電なり電気自動車なりヒートポンプなりという器具もあればいろいろな情報機器

をつなげる必要も出てきましょうし、また関連する産業というのも非常に多いかと思いま

す。そういう中での競争によるイノベーションを促進していくために、どういうようなま

さにメーターからの情報提供のあり方、そしてインセンティブのあり方等について考える

必要があろうかと思います。 

 3 番目の機能といたしましては、今まで申し上げたのはどちらかというと競争的な HEMS

側なりでの情報の利用だったんですが、一方で特に電力会社では系統安定のために需要家
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機器の制御といった必要性もございます。こういうことも含めて今次世代送配電システム

の開発をしようとしているわけでございますが、こういった点についてスマートメーター

とどう連携させていくかという検討も必要かと思います。 

 なお、この課題の⑤につきましては、「スマートコミュニティ・アライアンス」と、そし

て⑥のほうは「次世代送配電システム制度検討会」とそれぞれ連携したいと思います。 

 最後に課題⑦としてございますが、こういった中で結局最後はどの程度のものをどうや

って普及していくかということで、だれがこういうビジネスを担うのか、そして、どの機

能までこのメーターとして入れて、その負担をだれがするのかといった点について最後き

ちんと議論をしていきたいと思っております。これはとりあえず現時点で考えられる機能

及び課題をある意味書き並べただけでございますのでいろいろと御議論があろうと思いま

す。ぜひ活発な御意見をと思います。以上です。 

○林座長 

 どうもありがとうございました。それではこの後は討論に入りたいと思います。委員の

方々は活発な御議論をお願いしたいと思います。もし御発言される場合は、お手数ですけ

れどもお手元にあるネームプレートを立てていただきましてお願いします。その場合順に

指名させていただきます。 

 それから今回恐縮ですけれども、第 1回ということもございますので、先ほど横尾部長

もおっしゃいましたけれども余りしゃべる機会もないということは非常に残念ということ

もありますので、せっかくですので御出席いたただいておりますすべての委員の皆様に御

意見をお願いしたいという趣旨になっています。お一人の発言は大体 3分程度でというこ

とになっておりますのでお願いできればと思っています。議事進行に御協力をお願いいた

します。 

 それでは、お手元の座席表に従いまして、先ほどと同じ順番でよろしいですか。それで

は石王委員のほうからよろしくお願いいたします。 

○石王委員 

 パナソニックの石王でございます。まず最初に発言させていただきましてありがとうご

ざいます。 

 我々は基本的にこのスマートメーターというのは電力会社様またはガス会社様のもので

あるというふうに考えていまして、基本的に家の中と外というのははっきり分けるべきで

あろうと見ています。というのは多分いろいろな機能を持つと思うんですけれども、やは
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り家の中の機器と家の中の情報が本当に担保できるかという話がありますし、単純に単に

見える化だけではいいんですけれども、それ以上に将来これが家の中の機器を制御すると

いうふうになりますと、安全その辺がどう保証されるかという問題がまだ解決していない

と見ていまして、基本的にはスマートメーターは公共側で、家の中のＨＥＭＳはプライベ

ートなものであると大きな切り分けをしたいなと思っています。 

 ここで実はエネルギー情報はだれのものかという話がございまして、どこまで公開すべ

きかというのがいつも問題になります。基本的にはユーザーの、需要家のものですけれど

も、そのときにどこまでの部分が公共のために出すべきか、トータルの需要使用量とかピ

ークの時間とかそういうことは多分サプライサイドからはほしいと思うんですね。そうい

うものを決めてその部分だけを出していくというふうにしたほうがいいかなと思っていま

す。 

 計量とメーターと家電機器とはやはり違うんですね。これは当然検針という制度の問題

もありますし、あとは時間軸でどんどん変わっていくという、例えば設計変更されたり技

術が進化していくスピードが恐らく一緒にならないだろうなと。ですからスマートメータ

ーでいろいろなものを入れますと、進化といいますか、だれがずっとお金を払い続けて進

化させていくのかという問題も多くあって、我々は基本的には分けて考えるべきかなと思

っています。以上です。 

○林座長 

 どうもありがとうございました。それでは続きまして伊藤委員お願いいたします。 

○伊藤委員 

 伊藤でございます。よろしくお願いいたします。 

 この問題に関しましては一昨年の「低炭素電力供給システムに関する研究会」と昨年の

「次世代送配電ネットワーク研究会」で実はいろいろ既に発言をさせていただいている話

でございます。あるいは、ことしの春から参加させていただいている行政刷新会議のグリ

ーンイノベーションワーキングの中でも話題になっておりまして、この点について私のほ

うでもかなり発言をさせていただいたことでございましたので、関係者の方は既に私がど

のような発言しているかということを御存じかとは存じますが、まず私は開閉と計量につ

いては、これは通信事業者においては交換機に相当する分野であるという認識でおります。

したがって、この分野については、開放の議論というのはそぐわないのではないかという

考え方をまず持っております。 
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 ただ、HEMS にかかわる分野については、これはこの中で積極的に開放の議論あるいは計

量と開閉の分野の間で切り分けるとするならば、その間のインターフェースでありますと

かプロトコルでありますとかこういったものについての議論、検討を進めるべきものであ

るという考え方を持っています。 

 その際にもう一つ問題になり得るのは、ネットワークの構築に関わる分野でございまし

て、本日事務局において御準備いただいた資料でございますと、ネットワークと接続して

いる部分、これは電力会社ガス会社側のいわゆる規制されている分野でつながっている形

になっているのですが、もしインターフェースを通じてそのネットワークを活用して情報

のやりとりをするということになりますと、極めて多大な負担が電力会社、ガス会社にの

しかかってくるという可能性がございます。 

 現在一部の電力会社で検討されております 30 分同時同量を満たすレベルでの計量であ

るならばさほど大きな負担にはならないのですが、HEMS の段階でさまざまな機器の使用状

況でありますとかを計測して、さらにそれを遠隔監視したり制御したりする、さらにはこ

のシステムにはホームセキュリティに絡むようなもの、さまざまな付加的な機能も追加す

ることが可能だと思いますが、これらを全部電力会社ガス会社のネットワークを通じてや

りとりするということになりますと膨大な情報量が発生することになりますので、この点

についてどのようにするかということも今後検討すべき課題ではないかと考えています。

課題が山積みだと思いますので、これからの議論を楽しみにいたしております。よろしく

お願いいたします。 

○林座長 

 どうもありがとうございました。続きまして梅嶋委員よろしくお願いします。 

○梅嶋委員 

 慶應大学の梅嶋と申します。私のほうは昨年からスマートハウスということで ECOM さん

のほうでも検討のほうを取りまとめさせていただきまして、そのスタンスでも申し上げな

ければいけないというふうに思っております。 

 1 つ目としては、本日議論がずっと出ているように、非常に見える化という効果が非常

に高いということが昨年度情報経済課さんを中心とした実証実験で見えてきた。これは今

まで何となくの感覚でわかったものが定量的なデータに基づいてわかったという非常に大

きな結果だったというふうに思っております。 

 2 つ目としては、ぜひこの議論を観念的な議論ではなくて論理的な議論で進めていただ
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きたいというのがスタンスでございます。特にエネルギーに関することでありますので、

環境が変化しておりますので、その上で稼働するシステムというのは変わるはずだという

ふうに思っておりまして、特に私は、情報と通信を中心にやっておりますけれども、新し

く出てきた技術だけが良いというのではなくて、その環境に忚じて例えば Wi-Fi を選ぶと

か、WiMAX を選ぶとかまた LTE を選ぶとか、適切な通信手段を選んでいくことが非常に重

要なことになってきますので、ぜひ環境の変化に忚じた対忚が出来る次世代システムとい

うところを考えさせていただきたいと思っております。 

 3 つ目は、石王委員のほうからも出た話でもありますけれども、やはりメーターという

のは計測するということとマネジメントというところで計測が非常に重要なファクターを

占めていると思っておりますので、電力会社さんが設計されるものに関しましては、私も、

やはり電力会社さんの思いというのを十分に尊重した形で、ではその情報というのをどの

ように社会で活用するのか、そういうスタンスで考えていかなければならないというふう

に思っております。 

 4 つ目はこれはぜひともお願いの部分なのですけれども、ぜひここでの検討をアジアへ

の展開といった視点で考えていきたいと思っております。実は私は大学のほうでアジアの

大学と連携して研究成果をビジネス化などを通して社会還元するというプロジェクトをや

っているんですけれども、どうも最近アジアの大学を歩いていますと、日本からの情報よ

りも他国からの情報のほうが非常に多い状況になっております。例えば、メーターなんか

の分野では、見ているとヨーロッパとアメリカで実装が進んでいるというふうに日本では

見られているんですが、私のメーターの先生はバングラデシュの先生でございまして、バ

ングラデシュでもメーター実装の検討は進んでおります。その意味ではアジアという視点

をぜひこの検討会の中に加えていただければと思っております。 

 長くなりましたが以上です。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして大野委員よろしくお願いします。 

○大野委員 

 中部電力の大野でございます。私のほうからの実務面というか電力の実態面から尐しお

話をさせていただこうと思いますが、もう既に石王委員や梅嶋委員からお話が出ているん

ですが、メーターに関しましてはやはり「はかり」でありまして、取引用のためにその正

確さの精度のほうを求められておるわけです。 
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 例えば、中部電力の場合ですと、1 千万台近くのメーターを持っておりまして、これを

10 年間維持しておるわけです。取りつけられている場所は普通の家の横にもあれば、山の

中にもあれば風雤にさらされるところもある。そういうところにあるものでございまして、

しかもそれは宅内全部の使用量をはかるものでございまして、例えばテレビだけはかると

かそういう機能は持っていないわけでございまして、そういう意味でも先ほど来出ており

ましたメーター機能と HEMS の機能、これを概念的に機能を分けて考えていただいて、その

後それでどうしていくかということをしっかりやっていただければと思っています。 

 それからもう 1点、これはいろいろなものをこれから考えていくときにぜひお願いした

いと思うんですが、やはり電力の契約といいましてもいろいろなところで使われておりま

して、例えば同じ電灯の契約といいましても一般の家庭から中小のビルですとか工場、あ

るいは駐車場とかいろいろなところに使われておって、それぞれが 1つひとつの電灯の契

約になっております。そういうことも含めて、それとまた地域によっても使用形態が違っ

ておりまして、それに合わせたまた各電力会社の設備形成にもなっている。こういう実態

を踏まえた上で今後柔軟な対忚ができるようなことを考えていっていただければと思って

おります。 

 私からは以上でございます。 

○林座長 

 どうもありがとうございました。それでは続きまして城所委員よろしくお願いいたしま

す。 

○城所委員 

政策研究大学院大学の城所でございます。私はまず本質的な問題を提起させていただきた

いと思います。本質的な問題はどこにあるかというと、電力とかガスのネットワークとい

うのは民間企業の持つものなのですが、そこにスマートメーターをつけると。スマートメ

ーターをつけるとそれで新しいビジネスが生まれるかもしれない。ですがそうすると当然

つける側の電力会社とガス会社は、おいしいところをほかの会社に持っていかれるかもし

れないので投資が尐なくなると。これが経済学で言う典型的なスピルオーバー問題なので

すが、そうすると電力会社さんが望む新しいスマートメーターやスマートグリッドの姿と

家電メーカーさんが考える理想の姿は違うと。この本質的な問題をどうやって考えていく

かというのが一つの大きな課題だと思います。 

 例えば資料 4-2 で見てみますと、概念図の機能①というのが多分電力会社さんの視点で
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最も重要な部分です。つまりこれだけを達成するスマートメーターであるとしたら電力会

社さんの観点で普及が進んでいくでしょう。 

 機能②の省エネ・省 CO2 のためのデータ活用で、もし消費者の側がそれを省エネルギー

に役立てたいと、自分が得になるから省エネルギーに役立てたいというなら消費者がそれ

を払って新しいメーターを買うとか、そういうシステムが考えられるでしょう。 

 機能③の需要家側の機器の制御ということまで考えるのであれば、そうすると何のため

にそれをするかということになります。CO2 の負荷の削減とかそういうことを考えて、国

がいわゆる外部性のためにやるというのであれば、政府がそこに補助金を出して推進する

というのもあるでしょう。結局どの立場をとるかで全然違っていて、果たしてスマートメ

ーターを強制的に全戸につけるのか、消費者の自主性に任せるのか、それとも電力会社の

自主性に任せるのかで全然描く絵は違うということですね。まずこれを指摘させていただ

きたいと思います。 

 それとあと、資料 4-2 で不思議に思ったのは、インターフェースの左側、右側は IT企業、

通信キャリア、家電メーカー等で「競争によるイノベーション」とあるのですが、左側の

電力とかガスの世界も将来には多分競争によるイノベーションはあるのではないかという

ふうに思うので、やはりこの世界も将来の競争があるということを前提として制度設計を

したほうがいいのではないか。 

 例えば私は経済で技術畑の人間ではないんですが、SDカードみたいなものをさして電力

会社を選ぶとかそういう世界がくるかもしれない、そういうことも考えた制度設計が必要

なのではないか。今みたいな地域独占に基づいた制度設計ではなくて、将来それは競争に

さらされるかもしれないということを考慮した制度設計である必要があると思います。 

 以上です。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして小林委員よろしくお願いいたします。  

○小林委員 

 メーターのほうに長く携わらせていただいたので一言だけ話をさせていただきます。 

 スマートメーター、スマートグリッドというとこれだけ多くの方々に関心を持たれて、

海外もそれぞれいろいろな形でどんどんニュースが入ってくるぐらい革新をしております。

ただ、海外と一くくりにできないことがあって、やはりそれぞれの国それぞれの地域に基

づいてスマートメーターやスマートグリッドの効用や目的というのが全部違います。 
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 片方、ひるがえってみますと、やはりスマートメーターは計量器です。今まで何人の方

も言っていました。日本も明治以来 100 年以上こういう形で給電をし電気の取引をしてま

いったわけでございまして、やはり計量というところがおろそかになるようなシステムと

いうのはまずいと思っております。 

 やはり経済産業省さんのキーワードで言わせていただきますと、やはり公正、公平、安

心、安全というところが基本となった制度というのをつくるべきだと思います。世界が進

んでいるから何でも取り入れればいいとこういう考え方ではなくて、我々の国も 100 年間

取引をして電気を配ってきた実績があります。やはり我々の国情というのも考えながら、

いいものは取り入れそして新しい時代に即忚したものを取り入れるということで、基本的

には私の考えは、やはり世界に通じる日本型のスマートグリッド、スマートメーターとい

う制度を組み立てることがやはり一番のねらいあるいは目標だと考えております。何でも

世界に合わせればいい、日本のはもう古いから捨てる、国際整合しなければならない。こ

れだけに頼るといろいろな業界を含めてひずみが出るかと思いますので、そこのところは

よく皆さんで認識していただいて、まずはかることが基本で、公平な取引をすることが基

本だと、ここから始まるべきだというふうに考えます。以上です。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。引き続きまして齋藤委員よろしくお願いいたし

ます。 

○齋藤委員 

 東京都水道局の齋藤と申します。本日のお集まりの委員の方はほとんどが電力系の方と

ガス系の方ということで、いささかの場違いな感じも禁じ得ないのですが、ただ私どもも

インフラ事業者ということで、東京都で約 600 万台以上のメーターというのを持っており

ますので、この会で勉強させていただいて、正直申し上げてまだスマートメーターそのも

のというのも私どもにはちょっと遠い世界にあるんですが、尐しその世界を近づけていき

たいと考えています。 

 やはりメーターということになると、先ほど来皆さんも言われているんですが、私ども

今メーターに何を求めているかというのはやはり精度なんです。先ほどどなたかがバング

ラデシュのメーターというお話もされたのですが、やはり我々は今日本のメーカーの方が

つくっていらっしゃるメーターの精度って非常に高いと自負していますし、やはりメータ

ーの精度を上げることがお客様から適正な料金をいただくことにつながりますので、まず
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やはり精度を高めるというのが私どもの使命だろうと思います。 

 ただ、他方、やはり国際化の流れというのもございますし、我々水道、ガス、電気とい

うような縦割りでいつまでも日本の国内だけでいいのかというのもやはり考えておりまし

て、近年我々も東京都水道局も水ビジネスということで尐し外に出て行きたいというのも

ありまして、そういう意味ではいろいろなツールであるとかいろいろなメーターも含めて、

例えばこういうインフラの事業者様と協力して何かやれるようなスキームがあってもいい

のかなということで今回参加させていただいていますので、またよろしくお願いいたしま

す。  

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして重松委員の代理の林様お願いいたし

ます。 

○林委員代理 

 LP ガスの業界団体におります林でございます。ガス体エネルギーということで参加をさ

せていただきました。 

 先ほどちょっと御紹介がありましたように、我々LPガス業界は保安という切り口から先

進的なメーターを導入いたしております。「スマートメーター」みたいな格好いい名前はつ

けておりませんけれども、尐なくとも 1980 年代の後半から保安という観点からマイコンメ

ーターというのを全世帯に入れております。我々LP ガスを利用している世帯というのは全

国に約 2,500～2,600 万世帯ございますけれども、現在マイコンメーターはすべてそこに設

置されております。そこで計量はもとより家庭内でガスをどういうパターンで使っている

かというのをマイコンメーターで記憶させています。ですから、イレギュラーな使い方を

するとそれは事故につながるということでシャットダウンしたり、それから異常な使い方

をすると集中監視センターに情報が送られて、それで昔はその家庭に電話をかけて、変な

ふうに使っていませんかという形でお知らせするといったセキュリティを確保しています。 

 そのマイコンメーターがすべてそういった役割を果たしているのですが、現在は新たに

超音波メーターという形にメーターが進化しまして、ことしから超音波メーターが普及し

ております。まだ数万件ぐらいの普及ですけれども、このマイコンメーターが超音波メー

ターにかわればさらなる多量な情報それから計量の精度、多分 2秒に 1回ずつ計量ができ

るようなそういった精度になってくるだろうと思います。そうすると家庭内で細かくどの

ぐらい LP ガスを使っているかというのがそのメーターですべてわかってしまうという形
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になります。そういう技術を使った上で将来何ができるのかを考えるのが非常に重要かな

と思います。 

 もう一つ重要な点は、我々やはり直接家庭内と密接するエネルギーですので、家庭内の

暮らしぶりが将来どういうふうに変わるのかということが割と重要なポイントになってく

るのではないかと思います。簡単にいうと、独居老人が増えるとか、それから尐子高齢化

になるといったことが多分ここ 10 年～20 年もっともっと顕著に出てくると思います。そ

うした場合にどういうふうに安全を確保し、どういうふうにエネルギーを家庭内でマネジ

メントしていけばいいのか、そういうことがこのメーターのところの機能に関与してくる

のではないかというふうに考えております。そういった点を勉強できればというふうに思

っていますので、よろしくお願いいたします。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして新野委員よろしくお願いいたします。 

○新野委員 

 GE の新野です。よろしくお願いします。 

 まず弊社は日本ではスマートメーターのビジネスはやっておりませんが、アメリカでは

120 年前から電力メーターをつくってきておりまして、今日ではスマートメーターで北米

中心ですが展開しております。そういった観点で海外のメーカーではありますけれどもそ

ういった視点で議論に参加させていただければと思っております。  

 まず先ほど来いろいろ委員の方々が言われております、スマートメーターに何を求める

かというふうなことですけれども、弊社としての基本的な立場としては、ここの資料 4に

ありますような HEMS とか BEMS である部分といったものは切り離して、この部分というの

はむしろ需要家もしくは消費者が家電量販店みたいなところで購入されるというべきもの

であって、ただしインターフェースというものはスマートメーターとして持つべきだろう

と。アメリカのほうでもブームの中でスマートメーターで家電のコントロールまでという

ふうなパイロットプロジェクトというのが幾つか出てきたわけですけれども、現状結果的

にすべてバラ色を描いていたプロジェクトもだんだんと現実的なところに落ち着いてくる

傾向がございまして、電力会社としての責務というのはやはりメーターの部分、このイン

ターフェースを抱えている部分で分かれてくるというのが大きな流れになってきていると

感じております。 

 それと、スマートメーターが出てくるデータの問題です。先ほども城所委員のほうから
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ございましたが、弊社の基本的な立場といたしましても、メーターのデータというものは

基本的には電力様が持つものというふうなスタンスです。ロジックはまさに先ほどの城所

委員のものと一緒で、電力会社様が正当なプロフィットをデータを取得することでビジネ

スとして得ると。それによってさらにスマートメーター、スマートグリッドに投資を回し

ていくという循環がなければ最終的に国地域全体の需要家に対するベネフィットが得られ

ないであろうというふうなことで私どもは考えております。 

 そういった観点でいくと、基本となるのはやはり投資対効果、費用対効果が成り立つも

のが最終的には選ばれるべきだろうというふうな基本的なスタンスであります。先ほど小

林委員のほうからも日本版のスマートメーターというふうな発言がございましたけれども、

私どもも基本的にはむしろ国、日本というよりもむしろ地域、電力さんがどこを目指して

どういったことをやりたいのかといったところに根ざしたシステムが実現されるべきだと

考えておりますので、そういった観点で本検討会でも勉強させていただいて議論を交わし

ていけたらと思っております。よろしくお願いします。 

○林座長 

 新野委員どうもありがとうございました。それでは辰巳委員よろしくお願いいたします。 

○辰巳委員 

 はい、ありがとうございます。 

 きょうここに参加しておられる方の中で私一人異様な立場というか異なる立場で、こう

いう機器のこともそれほどわかるわけではないし、ただ電気とガスは日常的に使わせても

らっておりますもので、そういう立場であるということで議論に参加させていただこうと

思っております。よろしくお願いします。 

 まず、「需要家」という言葉がいいのか、使う側、消費者にとってなんですけれども、こ

こで先ほどの御説明の中で自分たちの使うエネルギーが常時見える、見える化というのが

消費者にとってはメリットがあるのではなかろうかというお話がありました。だれにどん

なメリットがあるのかというのをいろいろ考えてみているのですが、既に太陽光発電をつ

けている人には家の中で多分同レベルの見える化というのはできているのではなかろうか

と思っています。また、新しい家電、例えばエアコンや冷蔵庫など、意識してメーカーさ

んがつくればそれぞれの機器の消費電力は見える化できるはずだし、実際できているもの

もあります。リモコンに数値が出てくるものもありますね。だから、消費者がその気にな

れば、そういう機器それぞれのメーター機能というのもあり得ると思っています。 
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 今回のこのスマートメーターではそういう機器の細かい、今何キロワット消費していた

らそれが冷蔵庫なのかテレビなのかはわからないというふうに理解しています。消費者に

とっては機器が一つずつ、今どのぐらい使っているから、これをちょっと省エネしようか

というふうなことになるのではないかと思うので、もし、常時データを見せることで消費

者に省エネをしてもらおうということならば、本来ならば、個々の機器の消費電力がわか

らないと意味がないのではないかと考えたりしていました。 

 それからデータはだれのものかというお話も先ほどありましたが、私は今の時代のパソ

コンの進化とか情報のやりとりの進化というのは 10 年前ぐらい前には考えられなかった

と思うんですね。携帯電話も含めて。それが今こういうふうに変わったので 10年でいろい

ろなことが変わるんだろうとは思いますが、一番心配しているのは、便利なことというの

はとてもいいんだけれども、その裏に必ずそれと同じ量だけのデメリットというか気をつ

けなければいけないことがいっぱいあるだろうなと。 

 例えば、携帯電話にしろ、使い方によっては非常に恐ろしいことが起こり得るんだとい

うことを小学校の時代から教育しなければいけないことになっていますよね。だから、そ

ういう意味で、私は年齢のせいかも知れませんが、余りこういう新しいことに積極的に自

分が参加するのって抵抗があるなという気もします。それでもこういう意味でとてもいい

ものだということをきちんとご説明いただき、使い方にもミスがおこらないということで

あるならば、それはそれで皆さんで一般の人に対して教育していただければオーケーなの

かなというふうにも思いますけれども、一番怖いのは、どこかでデータが漏れるというこ

とです。大きな電力会社さん、ガス会社さんが管理してくださるというのであれば大丈夫

でしょうが、それは通信を使うわけですから、通信が途中で漏れるということがもし起こ

るならば、明らかに、今このうちは留守だとか、何をしているのか、もしかしてお風呂を

使っているとかがわかる可能性があるかもしれない。そういうふうなことは私たちにとっ

ては非常に不利なことというかメリットでは決してないわけでして、そういうデメリット

をどういうふうに全部大丈夫ですよと説明してくださるのかというのが、ちょっぴりでは

なくて、かなり心配だなと思っています。 

 省エネのためにこういうことをやっていくというのであるならば、尐し言葉がきついか

もしれません、送電ロスなどにもっと目を向けてと思ったり、もっともっと節約できると

ころが他にあるんじゃないのと思ったりもします。だから私は明らかに消費者にどんなメ

リットがあるのかというのをきちんとご説明いただきたいなというか、わかるように説明
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していただけないとなかなかうんとは言いにくいなという気がします。 

○林座長 

 どうもありがとうございました。続きまして土井委員よろしくお願いいたします。 

○土井委員 

 土井でございます。4 月まで行われておりました「次世代送配電ネットワーク研究会」

に続きましてこの研究会に参加することになりました。 

 私は会社では配電から送変電、いわゆる電力流通設備それから情報通信を担当しており

ます。当然この中にはメーターも含まれております。10 年以上前から FTTH とか PLC とか、

HEMS－これは実は私の家もモニターで導入したことがございます－それから自動検針など

の開発検討にも携わってまいりました。お客様の軒先にありますメーターを開発して責任

を持って工事、運用している部門を統括している立場でございますので、そういった経験

を活かしつつ議論に参加させていただきたいと思っております。 

 何点かコメントさせていただきますと、スマートメーターについて、先程も御紹介がご

ざいましたけれども、私どもでは通信機能を有する電子機器メーターや、それに関わるシ

ステムを「新計量システム」と呼んで平成 20年度から試験導入を進めております。ぜひこ

の検討会でも機会がございましたら最新の状況を可能な範囲で御紹介させていただきたい

と思っております。 

 これまでの実績を踏まえて、我々として新計量システムを将来に向けて導入していくた

めの意思決定をしていく段階が近づいてきております。しかしながら、そういった観点か

らしますと、一層のコストダウンや技術開発など、まだまだいろいろ検討すべき点や課題

が残っており、道のりは平坦では決してございません。業務の効率化の話が先程ございま

したけれども、それだけではなくお客様や社会のお役に立てる可能性についてもこの研究

会を通じて勉強していきたいと思っております。 

 それから、「スマートメーター」という言葉に関しまして本日いろいろ御説明がございま

したが、それを通じて感じますのは、やはり我々が管理しておりますメーターに対して非

常に世の中の期待が大きくなっているなということでございます。これも人によっていろ

いろございますけれども、今回そういったことについて議論をさせていただくのは非常に

有意義と思っております。ただ、私の立場からしますと、やはり電気の安全な利用とか安

定供給、こういった観点から確認もさせていただきたいと思っています。そういう意味で

はきょうの最後のほうに資料の概念図がございましたが、このあたりもこれからの議論の
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中でいろいろ見直していくべき点も出てくるかもしれないと思っております。また先ほど

御意見もありましたように、いろいろな利便性の裏に潜むリスクや、大野さんからもご発

言がありましたように時間軸とか地域事情、こういったことを考慮して地に足のついた議

論をしたいと思っております。 

 それから 1点だけ、要望でございますけれども、きょうは諸外国のいろいろな情報が出

てまいりました。ただ一概に諸外国といっても、欧米と米国でも定義がちょっと違ってお

りましたように、統一した視点で一度諸外国の導入状況、例えばどういう機能がどこまで

入っていて、その検証はどこまで進んでいるのか、そういう観点で一度整理してみると、

全体像が見えてくるのではないかと思っております。この辺あたりは私ども非常に興味を

持っているのですが、なかなか全体を包括して情報を得るという機会がございませんので、

ぜひそのあたりをよろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして中山委員よろしくお願いいたします。 

○中山委員 

 日本アイ・ビー・エムの中山でございます。よろしくお願いいたします。 

 私どもアイ・ビー・エムは各国で実施されているスマートグリッドのプロジェクトにプ

ロジェクトマネジメントなどで携わらせていただいております。やはり、各国のエネルギ

ー事情が全く異なるため、各国の課題に合ったプロジェクトを推進していることが弊社の

特徴でございます。日本におきましても、日本のニーズに合ったスマートグリッドを構築

するということが非常に重要と認識しております。我々は全世界で50カ所以上のプロジェ

クトに携わっておりますが、それをそのまま日本に提案するということではなく、日本に

おける課題やニーズを分析して、それに忚じたプロジェクト推進ということが非常に重要

であろうと思っております。 

 特に、私どもは、需要家サイドの効率化やエネルギー利用の快適性の実現などに積極的

に貢献したいと思っております。また、スマートコミュニティ、スマートハウスというプ

ロジェクトで勉強させていただいていますので、この実施経験も踏まえて議論に参加させ

ていただければと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

○林座長 

 はい、ありがとうございました。続きまして服部委員よろしくお願いいたします。 

○服部委員 
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 はい。私のほうからは尐し雑駁な話になるかもしれませんが、３点ほど述べさせていた

だきたいと思います。  

 一点目は、先ほど紹介があったように、電力会社さんが既に自主的にいろいろな実証試

験をやっている中で、この制度検討会で余り先走ってかっちりした制度をつくるような話

にならないといいなと思っております。その理由は、1 つは日本も北から南までいろいろ

な地域があって、これから例えばコストとベネフィットの検討とかをすると思うのですけ

れども、地域によって異なる可能性がありますし、一律にメリットが上回るとかデメリッ

トが上回るという話にはならないと思います。 

 それから、メーター自体も技術進歩が進んでおりますので、数年後にはまた新しい技術

が出てくるかもしれないということを考えますと、事業者が、これは電力会社とかガス会

社だけではなく、メーカーさんもそうですけれども、変わっていく状況に対してフレキシ

ブルに対忚できる制度というものを意識して議論していければと考えております。また、

スマートメーターに期待することも、スマートメーターでなければいけないのか、同じ目

的を達成するために他に代替案はないだろうかという視点も忘れずに議論できたらと考え

ております。 

 それから二点目は、海外の事例紹介がありまして、これも先ほどいろいろな定義がある

という話がありましたが、既に海外ではスマートメーターをつけて結構時間がたっている

ところもありますから、結局つけてどうなったのかという、検証もそうですし、例えば失

敗事例みたいなこととか、思ったようにいかなかった部分とか、そういったところも丁寧

に調べた方がいい。それは私自身が消極的だからということではなくて、現実的に議論し

ようと思えばそういった負の部分といったところもきっちりと検証すべきだろうと考えて

のことです。 

 最後に三点目は、既に辰巳委員もおっしゃいましたが、やはり需要家の理解、消費者の

理解というのが非常に重要なのだろうと思います。特に、海外で見られるように全戸導入

となった場合は、こういったエネルギー管理に関心があろうとなかろうとつけられていく

わけで、そのときにやはり需要家にとってどういうメリットがあるのか、デメリットはな

いのか、デメリットになるリスクみたいなものはないのかということを、例えば今日紹介

した内容を一度消費者の視点から見て整理したらどうなるのかということをやってもいい

のかなと思っております。本当にニーズがあるのかないのか、ニーズがなくてもやるべき

なのかどうかというのも非常に重要な論点になると思います。以上です。 
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○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして藤原委員よろしくお願いします。 

○藤原委員 

 東京電力の藤原でございます。我々電力の立場からの視点につきましては、大野委員や

土井委員からもお話がありましたし、他の委員の方々からもいろいろ御意見がありました

が、「スマート～」という言葉がはやり出してからは、これまで地味だったメーターに対し

て急にスポットライトがあたり、我々もどのように対忚すべきか非常に悩んでいたところ

であります。多大な期待を寄せられても困るなと考えていたのですが、本日、委員の方々

の御意見をお伺いしておりまして、計量と、HEMS・BEMS などのエネルギーマネジメントと

は、機能を別に考えていくべきだろうという方向で概ね収れんしているのではないかと思

うところです。その意味では、我々は電気事業者として計量をどうするか、プラスの機能

はどのようなもので担保するのかという観点から切り分けられたというのは、ある意味胸

をなでおろしているところであり、こういった方向で議論がまとめられたらと考えており

ます。とりわけ、計量については、お客さまとの信頼の一番の接点ですので、その計量の

仕組みがおかしくならないようにぜひ配慮をお願いしたいと考えております。そうした中

にプラスアルファでどのような機能を付加するのか、その機能を付加する場合、その機能

を何によって担保するのかといった点も広く御議論いただきたいと考えております。 

 資料 4-1 の 17 ページに「原則全ての需要家にスマートメーターの導入を目指す」との記

載がありますが、果たしてこのメーターによって何を実現するのか、どのような機能を担

保するのかという点も、目的によって手段は変わると思いますので、導入目的と手段とい

う点も十分御議論いただけたらと考えております。 

 資料の冒頭、「スマートグリッドとスマートメーター」の部分にもありますが、スマート

メーターによって系統対策を行っていくのか、あるいはもっとマクロ的な視点で系統を安

定化させたほうがいいのか議論があるところかと思います。そうした点を検証するために、

まさに実証事業が行われていることと思いますので、記載にあるような「系統対策とも密

接不可分の関係」というのが前提にあるのではなくて、広く実証試験等の結果を踏まえて

いろいろ御議論いただければと考えております。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして前田委員よろしくお願いいたします。 

○前田委員 
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 東京ガスの前田です。3つお話しします。 

 1 つ目はメーターの話です。先ほど LPG のほうからも話がありましたが、ガスのほうは

マイコンメーターは約 30年前に全数普及しようということを決めて、ほぼ 20 年以上前に

全数普及をいたしました。その後通信ができるような、今ここで言うスマートメーター的

なものは二十何年か前から始めておりまして、実は六十数万件と先ほどありましたけれど

もそれでとまっています。 

 何でとまっているかということは後で説明しますが、いろいろな示唆を持っていると思

います。1 つはお客様にとっての価値、あるいは事業者にとっての価値というのをそれぞ

れ考えなければいけないわけですけれども、先ほど藤原さんがおっしゃったように事業者

とそれからお客様の価値と切り分けたほうがいいと私も思います。事業者にとってみても、

例えば自動検針というのは何でそんなに進まないかというと、普通はハードはどんどん安

くなる一方で、人件費は高いから、いずれハードでやったほうが絶対いいに決まっている

とついつい思い込みがちなんですね。私は二十数年前一生懸命やったけど、結局何故それ

が広がらないんだろうと思っていたところ、両方とも人件費がいっぱいかかるんです。ハ

ードだけをごちゃごちゃいっても大したことがなくて、例えば検針というのは 1 件 1 人 1

分です。12回１年間やって、10年にメータを取りかえるまでやってせいぜい 2時間しかか

からない。これはちょっと教育すれば良い人の 2時間で、その程度の人件費です。ところ

が、例えばこういうハードをつけたり、あるいはメンテナンスをやったり、あるいは検針

をやった結果を郵送したり、いろいろ考えるとこっちも人件費がいっぱいかかって、ほと

んどコンパラブルなんです。要するにハードがほとんどゼロでもなかなか検針だけではペ

イしないということが私にはその当時よくわかりました。  

 したがって、事業者がやる限りは、その他のプラスアルファがいっぱいなくてはいけな

い。それは先ほどのような開閉栓にかかる人件費とか、そのようなことをいろいろ考えた

末にやるべきだと思いますが、結局今の状態ではそれを幾ら積み上げても全数やるほどに

はならないんですね。ならないから今普及していないので、したがってこれはどういうこ

とになるかというと、全数を強制的にやるのはいいかもしれないけれども、その場合には

だれがこれを負担するのかという問題が必ず出てくるはずなので、その負担の問題という

のをきちんと考えないといけないというふうに思います。 

 それからメーターの事業者側の合理化のためとそれからお客様側のもの、例えば見える

化みたいなものはお客様抜きでは考えられっこないので、お客様が見ないことにはどうし
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ようもないわけですから、これは HEMS サイドできちんとやるというふうに考えて、そこで

切り分けないことにはこれ全体が変なことになってしまうというふうに思っております。 

 それから 2つ目に、先ほど通信の話が出ました。私はいろいろ NTT さんのものを使った

りその他のラインを使ったりいろいろやってきましたけれども、結局技術の進歩がいっぱ

いある。それから世の中にいろいろな方法論がある、それから家の形あるいはビルの形が

皆違うということで、たった 1つで全部やろうというのは僕は無理だと思います。したが

って、ハードによらない、インターフェースだけをきちんと決めるというのが必要で、そ

のインターフェースが決まったらあとは通信はトランスペアレントになってもらいたい。

要するにハードを持っている人が中身のデータまで持つなんてばかなことは考えないで、

これは電気通信事業の基本だというふうに思いますけれども、そういうふうに考えるべき

だと。したがって、どういう通信手段がいいのかというのをこういうところで決めるので

はなくて、どういう通信手段もいっぱい世の中に出てくるけれども、どれであってもでき

るという、そういう仕組みを考えるべきだというふうに思っています。 

 それから 3つ目です。HEMS 的なものは我々ガス事業者があるいは電力事業者だけがやる

というのはお門違いだというふうに私自身も思っております。したがってここのところは、

我々だけでは十分な知恵がないので、例えば今も HEMS に私どもメーターからデータを提供

してその中でお客様が見ていただいたりしている例は幾つもあるんですけれども、それは

それでそういうサービスを提供する人が考える。そのサービスを提供する人がある程度自

由に参入できるような仕組みというのをきちんと考える必要があるというふうに思ってい

ます。したがって、そこのところはできるだけ参入しやすいようなオープンな仕組みとい

うのを考えていただきたいというふうに思っております。以上です。 

○林座長 

 はい。どうもありがとうございました。続きまして松村委員よろしくお願いいたします。  

○松村委員 

 6 点申し上げます。まず 1 点目ですが、スマートメーターを導入する電力事業者のイン

センティブ、データをうまく使って利益をあげ、投資を回していかなければいけないとい

う議論に関しての意見です。この意見に基本的には賛成しますが、これが強調されすぎる

ことには私は非常に大きな疑念を持っています。一般電気事業者は基本的に独占事業者な

わけですから、自分たちにとってそれが利益になるからやる、利益にならないならやらな

いでは困る。独占事業者の責務として、社会的に意味のあることはちゃんと推進してもら
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わなければ困ります。スマートメーターの普及が社会的な観点から重要であるならば、そ

のコストはもちろんお客さんに負担していただいて電力会社が回収するというのを大前提

として、推進していかなければいけない、という視点が第一だと思います。こうすれば一

般電気事業者がもうかるのではないかというたぐいの話が最初に出てくるのには、違和感

があります。独占事業者としての社会的な責務を常に考える必要があると思います。  

 幸いにして、今回出てきておられる 3 人の、見方によってはそれ以上ですが、3 人の関

係者の皆さんはそういう業界のエゴを言うような方は一人もいらっしゃらないので、その

点は安心しています。しかし、そういう議論が先に立たないように気をつけるべきだと思

います。 

 2 点目、重いメーターにするのか軽いメーターにするのかという論点で、今までの御意

見では、それから出てきた資料でも、重いメーターの支持者はいないみたいで、どうやら

軽いメーターがよいようだという意見が主流のようです。私もその点についてはあえて反

対するつもりはありません。軽いメーターには多くのメリットがあると思います。ただ、

軽いメーターにするのであれば、現在既にヨーロッパで普及しているようなのと大差ない

程度の機能の軽いメーターにするならば、コストが非常に重要になると思います。ヨーロ

ッパで既に使われているもので6千円とか8千円とかいう値段でつけられるようなものを、

日本国内でもう一けた高いコストでやっていこうなんていうことをすれば、海外展開はは

なから無理に決まっているわけだし、日本の消費者に高いコストで押しつけることになる

わけですから。Enel などに比べて明らかに後れを取っているのに、後発者が先発者より高

いコストでは勝負になりません。一般電気事業者の付けるスマートメーターが計量以外の

部分では余り期待しないということであるならば、コストという点を重要視して、この点

をきちんと考えていく必要があると思います。 

 その場合に、日本のでは精度が高いからコストは高くなって当然と主張するとすれば、

それは一理あると思いますが、安直にその類の議論を受け入れるべきではないと思います。

消費者にとっては他の条件が同じなら、もちろん精度が高ければ高いほどいいに決まって

いるわけですが、とんでもないコストをかけてほんのわずか精度を上げることを本当に消

費者が望んでいるのか。日本の消費者はもちろんですが、海外に売り込むことを考えるな

らなおさら、消費者は本当にそんなことを望んでいるのか、単なるコスト高の言い訳、事

業者の自己満足ではないか、という点をきちんと考える必要があると思います。  

 3 点目です。計量あるいは開閉ということに限定するとしても、これは電気事業者さん
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が独占的に持つべきだという議論に関しては、私は若干異議があります。将来、地域エネ

ルギーマネジメントという概念が定着したとき、あるいは特区的に導入されるときに、こ

のマネジメント会社は、例えば今の Enel が設定しているような程度のメーターの機能でも、

十分に使う価値のある、使うべきものが相当含まれていると思います。計量とか開閉とか

に特化するメーターなのだから、すべて電力事業者さんが専らやればいいという発想では

なく、機能ごとにきちんと精査して、どの程度開放すべきなのかを考えて制度設計すべき

だと思います。電気事業者が計量のためにメーターを所有するということと、その機能、

情報を独占するということは次元の違う話です。 

 4 点目、通信に関してです。軽いメーターにするとしても通信を使います。このときに

そのためだけの専用線をつくるのか、あるいは公衆の回線を使うのかという点が 1つの大

きな論点になると思います。日本はラスト 1マイルのところを除けば 90％以上の地域で光

ファイバーが引けるというほどの通信大国であり、無線の方式にしても全国展開する複数

の規格が展開されている中で、ラスト 1マイルのところで、すごく遅い専用線を日本全国

すべての家庭に引き込んで、そのためだけに使うなんていうようなことをするのが本当に

効率的かという点を考えるべきです。広い視野で国益を考えて決めるべきです。検討した

結果としてやはり専用線がいいとなるのかもしれませんが、初めからそれありきではなく、

あるいは初めから特定の公衆線ありきでなく、いろいろな可能性をきちんと考えるべきだ

と思います。 

 5 点目、エネルギーのマネジメントに関する機能の方です。まだ実証研究の前に制度を

かっちりつくり込んでしまうことの懸念を服部委員が指摘したのですが、私には理解しか

ねます。この研究会でどのようなマネジメントをせよ、全国全家庭一律に特定の制御をせ

よ、というようなことを決めることはないと認識しています。どういうマネジメントをす

るのがいいのかは、いろいろな人がいろいろなアイデアを出しながら、それこそそれぞれ

の地域の状況に忚じながら、アイデアを出しあい、本当に優れたものが生き残る、そうい

う制度をつくるというのが本来の趣旨であると考えています。どういうマネジメントをす

べしと提案するものではない。アイデアを出すための基盤の制度、ルールをつくるのだと

思っています。ここにいる事業者さんあるいはここにいる専門分野の有識者だけでなく、

あらゆる人がいろいろなアイデアを持ち寄って、いろいろなアイデアで参入できるような

オープンな制度をつくるべきです。 

 それから 6点目。先ほど、ほぼ全家庭に入れることについて疑義というか懸念というか
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の御意見が出てきて当惑しました。私はこの研究会の性質を誤解していたようです。基本

計画でも 2020 年までに基本的には全部入れるというようなことが書かれていて、僕はこれ

が前提だと思い込んでいました。どんなスマートメーターを入れるのかというのはこれか

らの議論の問題ですし、ガスや水道まで含めたいろいろなメーターを全数入れるのがいい

かというようなことはまだ決まっていないと思っていたのですが、尐なくとも電気の計量

部分のスマートメーターについては基本的に 2020 年をめどに普及させるというのは既に

前提となっているのかと思い込んでいいました。もちろん、ここの研究会でいろいろと調

べた結果として、すさまじくコストがかかることが新たに判明し、基本計画の段階での議

論の前提が誤っていたことが判明し、その結果この目標を修正するという提案になること

は当然あり得ます。しかし、デフォルトでは基本的に普及させるということを前提にして

いるのだと思い込んでいました。この研究会の目的が、この問題をゼロベースから検討す

るということなのであるならば、基本計画の段階でこんなふうに書かれたら困ると、しか

るべき人が言って、きちんと説得し、基本計画自体を修正してもらわないと困ります。ど

ちらのスタンスなのかをはっきりさせるべきだと思います。以上です。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして宮崎委員よろしくお願いします。 

○宮崎委員 

 ＮＴＴの宮崎でございます。私のほうも資料 4-2 を見せていただきまして、いろいろ役

割分担とかかかれておりますけれども、一つやはり大事なのはコミュニティフォーラムで

も議論されておりますけれども、時間軸、ここがちょっと抜けているのかなというふうに

私は思いました。その時間軸というのを尐しパラメータに入れますと、ここでいいますメ

ーターとハウス内にあります「HEMS」こういうところ、それからメーター内の「通信装置」、

この部分なんかの技術革新も含めた時間軸、こういうのも含めますと役割分担が出てくる

のかなというふうに思った次第です。基本的にメーターはそういう意味では軽いメーター

というのが一つ我々もそういうふうに思うような次第でございます。時間軸というものそ

れからコストというものを考慮しますとそういうものなのかなと。 

 それからいろいろな情報がこのネットワークなり通信の中で飛び交うわけですけれども、

計量値だけで例えばこの HEMS というところでサービスが成り立つかというところがござ

いまして、そういう意味ではメーターの情報プラスアルファで、やはりせっかくスマート

グリッドなりスマートメーターということで市場創造をしていくのであれば、このプラス
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アルファの情報も含めたサービスという観点で検討すると、そうなりますと単に「ホーム・

エネルギー・マネジメント」というこの限定的な言葉になるのかなというのがちょっと私

としては気になるなというところでございます。 

 あと、先ほどの軽いメーターという観点で、通信の立場で言わせていただきますと、通

信装置のところに関しましては、やはり今までの委員の意見もございましたが、いろいろ

な通信方式がございますので、そこがいろいろ出た中で使えるような標準インターフェー

スを含めて考えるべきではないか。この軽いメーターなおかつ通信方式によりまして、例

えば実際に新興国を含めてアジアのほうで具体的に展開しつつあるような取組も我々のほ

うでやっているところがございまして、そういう意味では通信方式もいろいろなサービス

がございますので、そこはいろいろアイデア出しをするのがいいのではないかというふう

に思います。以上でございます。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。続きまして村上委員よろしくお願いいたします。  

○村上委員 

 グーグルの村上でございます。よろしくお願いします。別途「スマートコミュニティ関

連システムフォーラム」のほうに委員を仰せつかっておりまして、そちらのほうでこれに

関連するところでも尐し御意見を申し上げたり、あるいは私ども 3月にパワーメーターと

いうこれにかかわる幾つかのサービスの部分をオープン化して御提供を始めておりますの

で、そのこともあってこの会議に呼ばれたんだろうと認識をしております。 

 それで初回ではございますけれども、尐し意見を申し上げさせていただきたいと思うん

ですが、きっと資料の 4-2 というのが我々のベースというか、ここへいつも議論が立ち返

るというふうな絵になってくるんだろうと思うんですけれども、それで伊藤委員あるは松

村先生がおっしゃったことに関連するんですが、絵で見ますといわゆる WAN、ワイドエリ

アネットワークとローカルエリアネットワークという切り方で見たときに、絵的に、なる

ほどスマートメーターの方からデータというのが電力会社さん、ガス会社さんのほうに入

っているという、そこだけが WAN につながっているような感じを持つかもしれませんけれ

ども、私ども IT屋で言うとこの（スマートハウス）というところが当然ながら別途の出口

入口、いわゆるホーム・ゲートウェイという形で通信キャリアさんのサポートされる WAN

につながっているだろうというふうに勝手に解釈しておりますので、何か今後の議論で混

乱を呼ばないという意味合いにおいては、右側のスマートハウスのほうからも WAN に出て
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行っている出口入口があるということを明記したほうがいいんではないかなということが

一つです。 

 それと２月までの議論で、もちろんいろいろなことを議論せざるを得ないだろうと思い

ますけれども、尐なくとも何を決めるのかということが大事だろうと思います。それで当

然細かいところまで決められませんし、あるいはこの時点で決めることにそれほど意味が

ない、逆に決めてしまうと後で手かせ足かせになるという部分があろうかと思いますので、

ざっくりとはやはり時間的に大きく変化しない原理原則論というか、スマートメーターを

考える上ではここはゆるがせにできない決まり事だよねというのを積極的にピックアップ

して、そこへ議論を集中して決めていくべきではないかなというふうに思います。 

 なぜかというと、どこかでスピード感ということがいろいろなところで呼ばれて意見を

言うときに思うわけですが、例えばたまたま昨夜私的な集まりがありまして、そこでこれ

に絡む議論も出たわけですが、既に皆さん御存じなのかもしれませんがお隣の中国のいわ

ゆるスマートメーターと称されるものの導入計画は、2015 年までに 1 億 7 千万台、2020

年までに 4億台、それでもう発注が出ておりまして、発注単位が 1千万台という、そうい

う勢いになってきておりまして、そうすると全土にわたってスペックが統一しているかと

いうとどうもそうではなくて、それぞれ先ほど私が尐し申し上げたように、原理原則的な

ところだけを守ってさえいれば個々の実現する物理的な仕組みとか仕掛けというのはあえ

て問わないという、そういうのをメーカーはどんどん提案してこいということでよかろう

ということで、はい 1 千万台みたいな発注が出ているようです。 

 ですからこのスピード感みたいなものに、特に先行きこの惑星全体が電化されていくと

いう流れの中で、日本製のスマートメーターをしっかり売っていく、あるいはオールジャ

パンとして発電、送電、スマートグリッド、設備、オペレーションノウハウを含めていわ

ゆるインフラの大事な外需期待ということで売っていくということになっていくときに、

やはりそのスピード感に拮抗していかないとだめなのではないかなということがあるかと

思います。 

 さらに、この国内的なスピード感でいうと、これは私は別途「スマートコミュニティ関

連システムフォーラム」でも御紹介したんですが、片側でいわゆる左側を全く無視したい

わゆるクランプ型のメータリングで HEMS のほうに一気にデータを送り出してくるという

ふうなものが登場しておりまして、もちろん国内の方々も既にそんなものは 3カ月もあれ

ばつくれるよみたいなお話になってきていますので、そちらのほうとの、どう電力会社さ
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んガス会社さんがそれのビジネスの部分というのをどう判断されるかということにもかか

わってくるとは思うんですけれども、片一方でそういう動きがあるということも横目でし

っかり見ながら議論をしていくべきではないかなというふうに思います。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。 

 続きまして米原様よろしくお願いいたします。 

○米原委員 

 日本電気計器検定所の米原でございます。こういう取引用の計量器につきましては計量

法の規定によりまして品質管理がしっかりしたメーカーがつくられる計量器はみずから検

査するという道がありますが、それ以外のものについては検定機関が検定をするというこ

とになっておりまして、私どものところは電気計器、電気メーターについての検定を行っ

ているそういう機関でございます。 

 この資料の 4-2 を拝見いたしまして、機能①と②と③とありますけれども、それぞれや

はり熟度とか本質的なところに違いがあるかなというふうに感じています。機能①につき

ましては既に御紹介がありましたように、電力会社さん、ガス会社さんかなりの程度実証

試験あるいは実用でやっておられる分野であるということだろうと思いますし、機能の②

の部分については 4-1 の資料の一番最後のページにありましたけれども、本当に負荷平準

化の効果があるかどうかということについては今実証されている段階だというふうに理解

をしています。機能③についても、電気自動車の普及がどうなっていくのか、あるいは需

要家側で系統安定化の制御をするのか、系統側で何らかの制御をするのか、その辺もまだ

これからの議論だろうというふうに理解しているところでございます。その熟度の違い、

あるいはメーターというのはたくさんの方がおっしゃっているように基本的には計量する

機械なので、その本質的な機能からいいますと機能①の中の計量という部分が本質的に重

要だということで、それ以外のところについては付加的なものだろうというふうに考える

わけでございます。 

 そういう意味でその辺を踏まえて機能ごとに違うんだという考え方で検討すべきではな

いかなというふうに感じたところでございます。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。まだお時間のほうがございますので、まだ言い

足りないこととか、この場せっかくの機会でございますので思いをいろいろ伝えていただ
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ければと思いますけれども、どなたかございますでしょうか。 

 また今のコメントを踏まえまして議論をしたいとかそういうことも大いに結構ですので、

ぜひ積極的に何か話し合っていただければと思いますけれども、何かございますか。 

 城所委員お願いいたします。 

○城所委員 

先ほどの松村委員のコメントに関連しますが、基本計画は前提なのでしょうか。 

○三田課長 

 前提であります。基本計画の、原則すべての需要家にスマートメーターの導入を目指す

ということなんですが、基本的にはすべての需要家を目指してやりましょうと。ただ、も

ちろんそこについてのいろいろな問題点とか論点があるので、そこはまさにここの検討会

で個別に、例えば余りに費用対効果がとかそういう議論はあるかもしれないし、そういう

ことはきちんと議論します。ただ、政策の方向は、ここで申し上げているのは単に計量と

いうことではないまさに国民の意識、ライフスタイルの改革とか、あるいはまさに省エネ

ルギー、低炭素エネルギーとそういったまさに政策目的の観点からもこのスマートメータ

ーというのは重要だと考えて、その普及を目指しましょうというのがここで決まったこと

だというふうに理解しておりますので、それを前提に、ただし現実的にはどうやっていけ

ばいいのか、問題点はないのかと、そういうのをここで一つ一つ検討していくと、こうい

う機会だというふうに理解しています。 

○林座長 

 はい、ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

○三田課長 

 1 点だけ済みません。ただまだ閣議決定しているわけではありません。この議論をして

いるときにはそういう前提だったということではありますが、完全に決まったわけではあ

りませんので。かつ、決まったにしてもその先我々はきちんとそれが実現できるかどうか

ということをここできちんと議論していく必要があろうかと思っています。 

○林座長 

 それでは辰巳委員よろしくお願いいたします。 

○辰巳委員 

省エネポイントのような制度もありますが、あれなども非常に省エネに貢献してくれる

のかと思っていましたところ、産業をもうちょっと振興させるためのものであるというこ
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とで、どちらが主なのか従なのか、同時に 2つというのはなかなか難しいという気がしま

す。きょうの話もとても近いなと思っていて、一忚国民の意識やライフスタイルの改革を

促すというふうにはなっていますが、今までの皆さんのお話を聞いていると、やはり国の

産業をもう尐し掘り起こしてみようとか、もう尐し活発化していく、海外にも展開してい

けるかという話が非常に多く、それはそれでもちろん重要なことだとは思いますが、それ

に省エネとか環境の話がうまく利用されるような形になり、実際に負荷が削減するのかど

うかわからないのは、私はずっと環境の問題に取り組んでおりまして、不満です。だから

本当に環境のために貢献できるような制度であるならば非常にいいと思いますので、そこ

のところの説明が必要だと思います。私はさっきも反対的な意見を申しましたが、この検

討会が終わるころには「ああ賛成だ」と言えるように皆さんが私を教育してくだされば多

分大丈夫だろうというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

○林座長 

 ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。梅嶋委員よろしくお願いいた

します。 

○梅嶋委員 

 1 つぜひ考えていただきたいのが、データは誰のものなのかというところを考えていた

だきたいと思うのです。イノベーションの利用を考えた場合に、やはりデータは、今後は

ユーザーのものになってくるんではないかというふうに思います。ただし、やはり計量器

という視点があるので、計量器の仕様等に関しては今まで使われている電力事業者さんや

ガス事業者さんの視点というのが非常に最重視されるものなんですけれども、いろいろな

計量器で今後とられたデータという部分に関してはやはり消費者、ユーザーが持つものと

いうところに関しては、計量器が誰のものなのかという話とデータが誰のものなのかとい

う議論は分けて考えないといけないと。この 2つが全部エンベッドされるという話という

のは次世代を考えると厳しいのではないかなと思いました。 

 もう 1つは安心安全、実は私も ITや ICT をやらせていただいてずっと言い続けてきたん

ですけれども、安心安全がすべてにまさるものではない、この場の発言としては、ちょっ

と大胆な意見かもしれませんけれども、ぜひ検討していただきたいというふうに思ってお

ります。 

 私個人 IC タグのときに海外でプライバシー対忚の施策設計に携わっていたんですが、そ

の時に欧米でよく言われていたのは、ICタグを導入すると外からスキミングというか相手
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が何を持っているか全部わかると大騒ぎしたんですね。欧米でも私も MIT とかに行って議

論に参加したのですけれども、このときに実はあるタイミングから一気にプライバシー議

論の方向性が変わったのです。何かというと、要するにプライバシーは“can not win  

security”ということになったんです。つまりセキュリティはプライバシーに対してオー

バーウェルムする。何より大事なのは、社会としての安心安全といったときに、例えば飛

行機に乗るとか、今 US に行くと国内線の乗り継ぎは 2時間とかかかるじゃないですか。そ

れって安心安全のためには例えば服の中ですら見ていいという感覚があるわけです。それ

を強引に推し進めるわけではないんですけれども、安心安全ということを余りに強調する

ことによって、情報の利活用をするということが妨げられてしまうというところはやはり

配慮しなければいけないところで、そのそもそものポイントとしては、データは可能な限

りユーザーである消費者が所有していくという視点を持つことによって、やはり我々ユー

ザーのほうもデータの管理とデータ使用について責任を持っていくということでイノベー

ションを起こしていく、そういう視点の展開が必要ではないかと思います。 

○林座長 

 はい、ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。  

○横尾部長 

 すみません。今の辰巳さんと梅嶋さんの御発言からちょっと。 

 ある意味この検討会でやっていただきたいというのは、まさに冒頭の、資料にもありま

したけれどもいわゆるスマートメーターにいろいろな機能なりいろいろな期待があって、

それは多分期待を持つ人によっていろいろな違うものが星雲状態になっているんだろうと

思うんです。それはまさに産業としてとらえている人から省エネの道具にしたい人から、

ネットワークの事業者から消費者の方、いろいろな要素をまさにここに出していきたいと

思いますし、今梅嶋さんがおっしゃったように、どっちにどれだけの価値があるのかとい

うのもそれぞれの人によっていろいろな違いがあって、それをぜひぶつけ合っていただい

て、ある価値のほうが心配であればそれを回避するためにどういう手当てがあるのかと、

そういった議論をぜひここで、そのために私どもでいろいろな方にここにお集まりいただ

いたという趣旨なので、ぜひそういういろいろな点で御議論いただければなというふうに

思っています。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。 
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 よろしいでしょうか。それでは長時間にわたり御審議いただきどうもありがとうござい

ました。最後に、事務局より、本日の委員の皆様の御意見等を踏まえまして、今後の議論

の進め方について御説明いただきたいと思います。 

○三田課長 

 ただいま横尾からも申し上げましたとおり、この検討会は、かなりいろいろな価値ある

いはいろいろな考え方があり、決して 1つに決まるのではない、いろいろなバランスがど

ういうことになるのか、その時間軸も含めてということだろうかと思っております。 

 例えば、先ほど機能が軽い重いというお話もありましたが、機能が軽いことを前提のシ

ステムをつくることもできれば、逆に機能が重いものをつくってそのかわり費用負担をど

うするかという考え方もできないことはない。そういったものをちゃんと全部テーブルに

出してみて、どれがいいか、それぞれどうなるかというのを十分議論を尽くしていただく

という意味で、我々もなるべくそのことを多く議論して、その中で、次第に、やはり先ほ

ど村上委員からのお話がありましたように、単に議論をして整理するだけではなくて、こ

の中でこういう方向を目指そうねと今決めておいたほうがいいもの、あるいはもう尐し先

に考えようとか、そういう整理を尐しずつこの検討会でできていけばいいかなと思います。 

 まだ現時点ではこのところについてどうかという結論を我々持っているわけでもありま

せんし、むしろいろいろな意見を聞きたいと思っておりますので、資料をごらんいただき

たいのですが、まずはもう尐し各メーターの今日御議論したような機能がどういうふうに

果たされているか、あるいはどういう期待がそれぞれあるのかというのをそれぞれの機能

ごとにまず御説明いただき、あと今回どちらかというと電力メーターが中心の議論でした

けれども、一回ガス及び水道の状況といったものをいろいろとお話を伺って、その上でこ

の 9月以降にそれぞれの機能に関する論点というのを整理していきたいと思っております。 

 ここにある 9月以降の論点は基本的にはこの資料 4-2 に書いてございます課題の①から

⑦までを、多尐順番は加工してございますが、基本的には一つ一つ議論していこうと思い

ます。ただ、次回と次々回にそれぞれの機能の議論を踏まえた上でまたいろいろと課題が、

もう尐しこういう点がというものあれば、これもまた修正していきたいと思っています。

とりあえず 6 月と 7 月には、6 月にはどちらかというと需要家によるデータ利用という観

点からのいろいろな機能及び課題についていろいろとテーブルに出していく。そして 7月、

第 3回には業務効率化あるいは系統安定化といった点からのその課題を出していくと、こ

ういう形で進めさせていただければというふうに思っております。 
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 また、次回の検討会の日時場所は未定でございます。とりあえず 6月ということで大体

月に一回程度開かせていただいて、最終的には来年の 2月をめどに取りまとめをしたいと

思っております。次回の日程場所についてはまた決まった段階で御連絡をさせていただき

たい、このように思っております。 

○林座長 

 はい、どうもありがとうございました。 

 本日いろいろ議論がございましたけれども、皆様の思いとか機能とかが多分いろいろあ

ると思います。そういう意味ではメリット、デメリットをはっきり整理していただきまし

て、デメリットの対策はどういうものがあるとまで踏まえて具体的なそういういろいろな

情報を提供していただいて議論をぶつけていきたいと思っていますので、皆様御協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

 それではこれをもちまして第 1回検討会を閉会いたします。本日はどうもありがとうご

ざいました。 

（了） 
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